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●目標には社会の要望をどのように．取り入れているの   

か？ すなわち，どのように取り入れているかを評   

価する．しかし，目先ではな〈，長期的観点が必要   

である．  

●適切な学習目標が設定されているかを評価する．  

●学生の達成度の評価方法を評価する．  

●評価方法をJABEEに決めてほしいという意見があ   

るが，それはしない．絶えず改善していく永遠の方   

法である．  

●教育方法が変われば評価方法も変わる．  

●目標はプログラム側で立てる．それが国際水準を満   

たしているかは，国際的な教育の実態を見ればわか   

る．教育側全員が世界の教育を見る必要がある．  

●W．A．（ワシントンアコード）の基準は明記されて   

いない．博士論文の基準もそうだ．しかし，見れば   

わかるだろう．  

●‥・   

このような調子で行われた研修で作成したメモは2  

日間で6ページになった．   

後で知らされたのだが，2日間の研修の内容は  

JABEEのホームページhttp：／／www．jabee．orgに掲  

載されているので，詳細はそちらを参照していただき  

たい．   

この2日間の研修で印象に残ったのは，（1）evi・  

denceという言葉と，（2）これは教育の現場改善である  

という思いである．  

「evidenceがなければ，自己評価の文章を書いては  

いけない」，「訪問査察はevidenceをとりに行く…」  

といった具合にevidenceという言葉が繰り・返し使用  

された．私はほっとする思いであった．研修前には，  

「JABEEの審査員として教育プログラムを評価する  

ことなど本当にできるのだろうか？」と考えていたか  

らである．   

講義の中で，PDCAサークルが出てきた．私は確  

信した「これは，教育の現場改善活動である」，「われ  

われの経営工学が専門とする領域なのである」と．  

（11）63丁   

1．はじめに  

2001年の秋，㈱日本経営工学会からの要請を受け  

てJABEE（Japan Accreditation Board for Engi－  

neering Education）審査のための審査員研修を受け  

た．連休の2日間を使っての研修会には森雅夫先生と  

若山邦絃先生も参加されていた．森先生とは2001年  

12月に行われた鳥取大学工学部社会開発システム工  

学科の試行審査でもご一緒することになる．   

本稿では，「審査員研修会から試行番査の準備，実  

地審査」において強く印象に残った「教育現場の改善  

活動」について私の体験を紹介させて項くことにする．  

2．審査員研修会   

10月7日，海浜幕張駅から歩道橋を渡ってすぐの  

研修会場に看いたときには，既に，多くの席が参加者  

で埋まっていた．3人掛けの真ん中に席を取るとすぐ  

に研修が始まった．分厚い資料が配布され，大変な2  

日間になることが予想された．   

研修会ではプロジェクターを使って，手際よく（1）  

JABEE設立の目的，（2）認定制度とは，（3）認定基準と  

審査方法等について詳細な説明とそれに続く質疑とい  

った形式で進められていった．私はノートパソコンを  

使って，懸命に研修内容のメモを作成していった．   

最初の研修テーマである「JABEE設立の目的」の  

講義がどのように進められていったかについては，次  

に示す私の簡条雷メモの一部を見れば想像できるであ  

ろう．  

●JABEEは教育プログラムの認定を通じて技術者教   

育の向上を実現し，その国際同等性の確保を目指す   

ものである．  

●教育の質は教育プログラムが保証する．  

●教育プログラムでは目標を設定する．  

ひらかわ やすひろ  
東京理科大学理工学部経営工学科  

〒278－8510野田市山崎2641  
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このような考えに至って，話がわかりやすくなっキ．  

逆に，Q＆Aにおいて見られる「JABEE対教員」と  

いう構図が気になってきた．例えば   

「三角関数のレベルが人によって異なるとき，認定  

基準は？」，「基準を示してくれなければ，プログラム  

の評価はできない」  

といった具合である．   

企其の現場改善と同じ構図が教育現場にも発生する  

ことが予見された．自主的な改善活動を教育現場に根  

付かせるのは大変なことだ．  

JIMAの50周年記念車菜として改定したJIS生産  

管理用語（JIS Z8141－1110）によれば，改善とは  

「少人数のグループまたは個人で，経営システム全体  

又はその部分を常に見直し，能力その他の諸畳の向上  

を図る活動」とある．  

JABEEの目指すものは，教育現場の自主的改善活  

動であると考えれば，それは「教育プログラムに携わ  

る教育現場の主体者である教員が，自ら教育目標を定  

め，目標を達成するため■，教育プログラムを常に見直  

し，技術者教育の向上を図る活動」となるのであろう．   

企業の生産性向上と品質向上に貢献した日本の経営  

工学は，今後，教育現場の改善活動であるJABEEに  

おいて指導的役割を果たせる立場にあり，また，果た  

さなければならない使命を負っている．これは，自分  

の所属する学科の教育プログラムが認定されるか否か  

といった問題をはるかに超えた学会主導で取り組まな  

ければならない日本の技術者教育の向上という課題で  

あろう．   

このような思いを強くして，2日間の研修が終了し  

た．  

3．自己点検昏の点検  

2001年12月16，17日の2日間で，鳥取大学工学  

部社会開発システムエ学科の教育プログラム試行審査  

を担当することになった．審査チームは森雅夫先生  

（慶応義塾大学）を審査長に，審査員：岸田孝弥先生  

（高崎経済大学），依田聖氏（JUKI㈱），平川保博  

（東京理科大学），オブザーバ：四宮孝史氏（ニコンデ  

ジタルテクノズ），堀江良典先生（日本大学），下田祐  

紀夫先生（群馬工業専門学校）から成る総勢6名の構  

成であった．  

11月中旬，分厚い自己点検書が送られてきた．忙  

しい日常業務の中，点検書に目を通す時間がない．さ  

すがは森先生である．審査チームメンバーのそのよう  

638（12）  

な状況を見透かしておられ，事前の打合せ全が11月  

29日に招集された．打合せ合の会場は森先生が当時  

勤務されていた東京工業大学の大岡山キャンパスであ  

った．私は時間を間違えて1時間以上前に会場に着い  

てしまった．それは自己点検書をさらに読み返す時間  

として非常に有効であった．   

以下は，JABEE認定試行審査員の打合せ会で私の  

作成したメモの一部である．  

●添付資料1－1は認定をうける技術者プログラムの学   

習・教育目標〔00，（B），（C）…〕とJABEE基準1（a）   

－（h）との対応を示している．これを受けて，技術者   

プログラムの学習・教育目標〔（軋（軌（C）…〕に対   

するカリキュラムの対応が達成度管理表として添付   

資料3－1と添付資料5－1に示され，添付資料3－3に   

はその時間数がまとめられている．また，JABEE   

基準1の（1）を満たしている根拠が資料3－4にまとめ   

られている．しかしながら，JABEE基準1の（1）の   

各項目に対し，カリキュラムがどのように対応して   

いるかについてevidenceをこれらの資料から読み   

取ることは困難である．より定量的な根拠が必要と   

考える．   

自己点検書を見ておられない読者にとってはメモの  

趣旨がわからないと思うので，メモについて少し解吉見  

する．   

表1はJABEEホームページからダウンロードした  

自己点検書の中にある表2学習・教育目標と基準1の  

（1）との対応をコピーしたものである．   

メモに現れる添付資料1－1はこの表1に対応して作  

成されたものである．   

表1の〔仏），（B），（C）…〕には当該70ログラムの各学  

習・教育目標を記入するように指示され，〔（a）－（h））  

はJABEE基準である．ここに，◎と○が記入されて  

いるのである．   

添付資料3－3は各学習・教育目標〔仏），（軌（C）…〕  

を達成するために開講されるすべての授業科目の時間  

数が記入されたものである．ここには，JABEE基準  

1の（1）の各項目についての時間数を記入する欄はない．   

添付資料3－4はJABEE基準1の（1）の各項目につい  

て，対応する当該プログラムの学習・教育目標と行動  

目標および要件を満たしている根拠を表として整理し  

たものである．  

「だれが，どのようにして，◎と○を判断するので  

あろうか？」，「全員参加で作成されなければ意味がな  

いのではないか？」といった疑問がメモの趣旨である．  
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表1学習・教育目標と基準1の（1）との対応（各学習・教育目標〔（心，（功，忙）  

…〕が基準1の（1）の知識・能力〔（aト（h）〕を主体的に含んでいる場合には  

◎印を，付随的に含んでいる場合には○印を記入する）  

（心  

（a）  仏）  （c）  

（2）  （3）  

（e）  （¢  （∂  （山  

（A）  

（8）  

（C）  

（D）  

伍）  

l   l  l  t   l   

l   l  l  l   l   

I   l  l  l   l   

（a）地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養  

（b）技術が社会および自然に及ぼす影響・効果，および技術者が社会に対  

して負っている受任に関する理解（技術者倫理）  

（C）数学，自然科学，情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力  

（d）該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用でき  

る能力  

（e）種々の科学・技術・情報を利用して社会の要求を解決するためのデザ  

イン能力  

（f）日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議などのコミュニケー  

ション能力および国際的に通用するコミュニケーション基礎能力  

（g）自主的，継続的に学習できる能力  

（h）与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力   

企業の現場改善では，社員の意識改革が重要である  

ことは周知の事実であろう．教育における現場は教室  

であり，そこでの作業内容は講尭シラバスであろう．  

シラバスは教育プログラムの学習・教育目標を意識し  

てどのように設計されている．のであろうか？  

JABEE基準に対してはどうであろうか？ いままで  

の学科のシラバスはこんなことを考えて作られていた  

のであろうか？ 大学は依然，マイスターの世界では  

ないのだろうか？ 大学の先生は研究者であり，教育  

は片手間と考えているのではないのだろうか？  

JABEEの考えは教員の意識改革を要求しているので  

ある．日本の大学の現状を考えると大改革である．と  

にかく，学習・教育目標およぴJABEE基準を達成す  

ることを目指して各教員の講義シラバスが作成されね  

ばならない．ここが教育改革の出発点である．これが  

なくては，一部の教員が頑張ってJABEE審査を受け  

るための自己点検書を作成し，体裁を繕ってもそれは  

（13）639   

この自己点検雷はJABEEホームページに掲載され  

ている作成の手引きに従ってまとめられたものである  

が，これではevidenceを取ることができない．   

この間題を解決するためには，授業料日毎に当該技  

術者プログラムとJABEE基準1の（1）の各項目への対  

応（時間配分）を定量的に把握する必要があると考え  

た．   

打合せ全で判明した問題点を明らかにするため，鳥  

取大学工学部社会開発システムエ学科の学科長である  

山田茂先生とJABEE委員長である松見苫晴先生宛に  

追加資料等のお願いをすることになった．  

4．教育現場の改善  

教育プログラムを改善する主体は教員である．しか  

し，JABEE認定を受けようとするとき，その教育プ  

ログラムを担当する教員が本当に自らの役割を認識し  

ているであろうか？  
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表2 授業科目と学習・教育目標およぴJABEE基準1との対応  

学習・教育月棚  JA8EE基準1  

A  B  C    D   E    F  （d）  

固  授業内容  授業 時間  ロ  2  3  ヰ  5  6  ロ  2  3  4  8  ロ  2  8  ロ  2  ロ  2  3  ロ  2  
（a）  （b）  （¢）  （e）  （ど）  （g）  （h）  

（2）  （3）  （4）   

2  

3  

4  

8  

7  

8  

○  

10  

11  

12  

】3  

14  

16  

計  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

0  0  0    0   0    0  0  0  0   

見掛けだけとなってしまう．   

マイスターである教員の意識を一つの目標に向けて  

統一し，シラバスを見直してもらうためには大変な労  

力を伴うことである．でも，これを行わなければ，教  

育現場の改善は実現されないであろう．これは，我々，  

経営工学に携わるものにとっては自明であろう．なぜ  

ならば，これは，企業の現場改善において，常に口を  

すっぱくして繰り返していることと思えるからである．   

以上の考えから，表2に示すEXCELシートを作  

成してみた．これは15週の講義項目と学習・教育目  

標およぴJABEE基準を行列に配置し，対応するセル  

にどれだけの時間を費やしているか，その時間数を記  

入してもらうというものである．表には次の二つの注  

意書きを付けた．  

（1）授業内容毎に，学習・教育目標およびJABEE  

基準1の該当項目に費やす時間数（分）を記入し  

てください．  

（2）時間数は項目間で重複してもかまいません．   

もっと良い方法があるかもしれないが，試行審査の  

期日が迫っていたので，この表を使って資料の作成を  

お願いすることにした．このような資料の作成を急に  

依頼しても短期間で作成するのは困難であろうと予想  

されたので，一部でもよいからということで，森先生  

から鳥取大学にお願いして項いた．   

これでi全員参加が実現できるであろう．全教員が  

各自の担当する許義科目における各項目と当該プログ  

ラムの学習・教育目標を対応付けることができる．  

JABEE基準1との対応付けも行える．さらに，教育  

プログラム全体をこの各教員の教育内容データ，すな  

840（14）  

わち現場のデータに基づいて評佃できるようになる．  

しかし，教員にとっては大変な仕事である．でも，教  

育レベルの向上のためには避けて通れないであろう．  

5．実地審査  

2001年12月16日，翌日から2日間の実地審査の  

ため鳥取に向かった．どんよりした曇り空の鳥取空港  

からタクシーで駅前のホテルに到着したのは午後2時  

であった．後から聞いたのであるが，空港はかの有名  

な鳥取砂丘に隣接しており，着陸時に上空から砂丘を  

一望できたということである．私は飛行機の中でも点  

検項目のチェックをするという泥縄状態で，せっかく  

のチャンスを逃してしまった．   

昼食を取り，3時から事前打合せという忙しい日程  

が始まった．図1は打合せ前に撮ったもので，鳥取大  

学のJABEE審査に参加したメンバー全員である．   

実地審査での調査・質問項目の確認を始めたが瞬く  

間に時間が過ぎてしまった．審査チームとプログラム  

関係者による日程の最終確認が5暗から予定されてい  

たので，残りは夜に回すことになった．   

5時，プログラム関係者との打合せが行われた．お  

願いしていたシラバスと学習・教育目標およぴ  

JABEE基準との対応表はすべての講義科目について  

作成されていた．大変なご苦労であったと思われるが，  

松見先生は，「JABEEの自己点検晋作成の手引きに  

は資料1－1の作成方法が記述されておらず，教員自ら  

のデータを取り込んで作成できない，日の子で記入せ  

ざるを得なかった」，「この資料により，定量的に資料  

ト1が作成できるようになるのでは」と発言された．  
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ユールされた実地審査が実施されたが，実地審査の様  

子については実施委員長の森先生の報告に譲りたい．   

私にとって，鳥取は初めての訪問であったが，空  

港・ホテル ・大学の間をタクシーで移動するだけの3  

日間となってしまった．次回はゆっくり来てください  

との山田先生・松見先生の言葉に見送られて鳥取を後  

にした．   

松見先生からは，「表2で与えられる各授業料目デ  

ータをどのようにまとめて，どのように整理すればよ  

いか」，「授業料日間の関連を分析することによってシ  

ラバス改善に結び付けられないか」などJABEEの求  

めるQualityImprovementのための活用方法につい  

ての提言という宿題も頂戴している．   

教育の現場改善活動を通じた技術者レベルの向上は  

我々，経営工学が指導的役割を担うべき問題領域であ  

るということを再度，強調し，全員各位の提言をお願  

いして筆を置くことにする．  

図1鳥取大学工学部社会開発システム工学科試行審査チ  

ームメンバー（上段左から堀江，四富，依田，下田，  

下段左から筆者，岸田，森（敬称略））  

大変なお願いをした私にとっては，大変に気が楽にな  

る思いがした．   

夜のミーティングを経て，2日間の分刻みにスケジ  
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